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証券コード 1961 
平成26年６月６日 

 

株 主 各 位 
 

東 京 都 中 央 区 明 石 町 ８ 番 １ 号 

三 機 工 業 株 式 会 社 
代 表 取 締 役 梶 浦 卓 一社長執行役員 

 

第90回 定時株主総会招集ご通知 
 

拝啓 平素は格別のご高配を賜わり厚く御礼申しあげます。 
 さて、当社第90回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますよう
ご案内申しあげます。 
 なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お手数ながら後記株

主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示いただき、平成26年６月25日 

(水曜日）午後５時までに到着するようご返送いただきたくお願い申しあげます。 

敬 具 

記 
 

1. 日 時 平成26年６月26日（木曜日）午前10時 
2. 場 所

 
東京都中央区明石町８番１号 
            聖路加タワー41階 当社会議室 

3. 目的事項 

 報告事項 1. 第90期( 平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで)事業報告の内容、連結計算書類 

  
の内容並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査 
結果報告の件 

  2. 第90期( 平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで)計算書類の内容報告の件 

 決議事項  
 第１号議案 剰余金処分の件 
 第２号議案 取締役８名選任の件 
 第３号議案 監査役１名選任の件 
 第４号議案 補欠監査役１名選任の件 

 
以 上 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰 
1. 添付書類及び株主総会参考書類に修正すべき事情が生じた場合は、インターネットの当社ウェブサイト 

(http://www.sanki.co.jp）において、修正後の事項を掲載させていただきます｡ 
2. 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申

しあげます。 
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事 業 報 告 

(平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで)

 

1. 企業集団の現況に関する事項 
 
 (1) 事業の経過及びその成果 

当連結会計年度における我が国経済は、政府主導の財政政策や金融政策により国内需要を

中心として景気は着実に回復いたしました。 

建設投資につきましては、公共投資は大型補正予算に支えられ順調に増加しており、国内

の民間設備投資も企業収益の回復を受け、緩やかな回復基調にありますが、当社グループの

事業においては、労務費及び資機材価格の上昇圧力の懸念があり、採算を確保することが困

難な環境となりつつあります。 

このような環境のなかで当社グループは、工事採算を重視しつつ受注機会を逃すことのな

いように、省エネルギー・節電等の提案営業を積極的に推進し、受注拡大を図ってまいりま

した。 

その結果、受注高は、主体の建築設備事業では、前連結会計年度を5.7％上回り、1,438億

３千９百万円となりました。機械システム事業は、製造業の国内設備投資は、本格的な回復

に至らず、前連結会計年度を21.6％下回る、84億８千２百万円となりました。環境システム

事業は、前連結会計年度を9.6％下回る150億２千９百万円となりました。これに不動産事業 

10億７千７百万円及びその他５億８千３百万円を加えた全体の受注高は、前連結会計年度を

1.5％上回る1,682億９千５百万円となりました。 

当連結会計年度の期首から新たに連結の範囲に含めました親友サービス株式会社は、事業

セグメントの「その他」として表示しております。同社は主に総務業務の受託、リース事業

および保険代理事業等、業務を補完する機能を担う子会社であります。 

なお、当社単独の受注高の発注者別内訳は、民間工事84.8％、官庁工事15.2％であり、特

命比率は36.9％であります。また、主な受注工事は次のとおりであります。 

杏林大学井の頭キャンパス新築工事 空調・衛生・電気設備工事 

新日比谷プロジェクト新築工事 衛生設備工事 

藤田保健衛生大学病院新病棟建設工事 空調・衛生設備工事 

ヤマハ発動機㈱マリン実験棟新設工事 空調・衛生設備工事 

成田ＰＴＢ固定ゲート増築空調・衛生設備工事 

日東電工尾道Ｗ１棟２期増築空調設備工事 

 

添付書類 
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売上高につきましては、建築設備事業は、前連結会計年度末の繰越工事が増加したことに

より、1,436億９千７百万円と前連結会計年度と比較し、11.7％の増収となりました。機械

システム事業につきましても、前連結会計年度末の繰越工事が増加したことにより、98億４

千６百万円と前連結会計年度と比較し、51.4％の増収となりました。環境システム事業につ

きましては、171億６千９百万円と前連結会計年度と比較し、0.1％の増収となりました。不

動産事業は、神奈川県大和市所在の大型賃貸物件について、前連結会計年度に契約期間が満

了となった影響から10億７千７百万円と前連結会計年度と比較し、60.8％の減収となりまし

た。これにその他６億７百万円を加えた全体の売上高は1,714億９千６百万円と前連結会計

年度と比較し、10.9％の増収となりました。なお、主な完成工事は次のとおりであります。 

近鉄阿部野橋タワー館空調・衛生設備工事 

三井住友海上火災保険神田駿河台三丁目計画本館改修空調・衛生・電気設備工事 

独立行政法人医薬基盤研究所霊長類医科学研究センター空調・衛生・電気設備工事 

杏林大学医学部付属病院第２病棟改修工事 空調・衛生・電気設備・情報通信工事 

浅川水再生センター汚泥焼却設備改良工事 

 

以上の結果、翌連結会計年度への繰越高は、前連結会計年度末に比べて31億９千５百万円、

率にして2.9％減少し、全体で1,082億１千９百万円となりました。なお、主な期末手持工事

は次のとおりであります。 

トヨタ自動車㈱新熱環境実験棟環境設備新設工事 空調・電気設備工事 

米軍横田基地カーゴハンドリングシステム 

新河岸水再生センター汚泥焼却設備再構築工事 

愛知医科大学新病院衛生設備工事 

南蒲生浄化センター災害復旧機械設備工事 

三井住友銀行本店東館計画新築工事 空調設備工事 

 

利益面につきましては、設備工事事業の増収により、営業利益は28億１千８百万円（前年

同期比17.9％増）となりました。営業外損益を加えた経常利益は31億４千６百万円（前年同

期比17.4％増）となり、これに特別利益として固定資産売却益及び投資有価証券売却益合計

３億４千５百万円を計上し、特別損失として減損損失及び関係会社株式評価損等合計３億３

千６百万円を計上しました。その結果、法人税等調整後の当期純利益は17億６千３百万円と

なりました。 
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なお、当社は、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構が発注する北陸新幹線融

雪・消雪基地機械設備工事の入札について、社内調査の結果、独占禁止法違反行為があった

ことが明らかとなったため、公正取引委員会に課徴金減免制度の適用申請を行い、平成26年

３月31日付けでこの旨の公表を行うとともに、管理監督責任を明らかにするため関係役員等

の報酬減額処分を行いました。 

当社グループは、上記違反行為判明後、法令違反行為を根絶するため、コンプライアンス

の強化を図るとともに、再発防止のため以下の具体的施策を実施しております。 

① ｢三機工業グループコンプライアンス宣言」及び「三機工業グループ行動基準」の制定 

(平成25年10月） 

② 企業倫理委員会の開催、全グループ役職員を対象とした特別企業倫理研修の実施及び独

占禁止法遵守の誓約書提出（平成25年10月から12月） 

③ 公共工事コンプライアンス体制（ⅰ．各現業部門へのコンプライアンス担当の配置、ⅱ．

応札金額決定プロセスの監理実施、ⅲ．同業者会合等出席申請・報告制度制定）の整備 

(平成26年２月） 

④ 営業本部の組織機能見直し及び営業担当者の定期的ローテーション等の実施（平成26年

４月以降） 
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当社グループの当期におけるセグメント別の連結受注高・売上高・次期繰越高は次のとお
りであります。 

 

 
当期受注高 当期売上高 次期繰越高 

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 構成比

建 築 設 備 143,839百万円 85 ％ 143,697百万円 84 ％ 88,735百万円 82 ％

機 械 シ ス テ ム 8,482 5 9,846 6 5,666 5

環 境 シ ス テ ム 15,029 9 17,169 10 13,964 13

プ ラ ン ト 設 備 計 23,512 14 27,016 16 19,631 18

設 備 工 事 事 業 計 167,352 99 170,713 100 108,367 100

不 動 産 事 業 1,077 1 1,077 1 ― ―

そ の 他 583 0 607 0 94 0

調 整 額 △717 △0 △902 △1 △242 △0

合 計 168,295 100 171,496 100 108,219 100
 

(注) 当期から親友サービス株式会社を新たに連結の範囲に含め、セグメント上、｢その他」に表示しており
ます。 

 
なお、当社の当期における部門別受注高・売上高・次期繰越高は次のとおりであります。 

 

 
当期受注高 当期売上高 次期繰越高 

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 構成比

設 

備 

工 

事 

事 

業 

建

築

設

備 

ビル空調衛生 71,330百万円 47 ％ 72,655百万円 47 ％ 53,798百万円 53 ％

産 業 空 調 38,334  25 38,341  25 18,362  18

電 気 18,959  13 17,887  11 12,208  12

ス マ ー ト ビ ル 
ソリューション 

3,519  2 3,428  2 2,048  2

ファシリティシステム 4,884  3 4,722  3 711  1

計 137,027  90 137,036  88 87,128  86

プ
ラ
ン
ト
設
備

機械システム 7,946  5 9,228  6 5,652  5

環境システム 6,576  4 8,666  5 8,714  9

計 14,523  9 17,894  11 14,367  14

計 151,550  99 154,930  99 101,495  100

不 動 産 事 業 1,077  1 1,077  1 ―  ―

合 計 152,628  100 156,007  100 101,495  100
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 (2) 資金調達の状況 

   特記すべき事項はありません。 

 

 (3) 設備投資の状況 

   当期中に実施いたしました設備投資の総額は４億円余であります。このうち主なものは不

動産事業における賃貸用資産の改修・更新であります。 

 

 (4) 対処すべき課題 

今後の見通しにつきましては、永く縮小傾向にあった建設業界も、東日本大震災の復興事

業の本格化や「国土強靭化計画」による公共工事の増加に加え、景気回復に伴って、民間で

もビルやマンションの建設計画が相次いでおります。さらには2020年のオリンピック開催に

向けた都市整備も予定されていて、事業環境は好転していくことが見込まれています。また、

円安に伴うエネルギー価格の上昇から、省エネルギー化のためのリニューアル需要や、再生

可能エネルギーの導入等の需要はさらに拡大することが期待されます。その反面、建設需要

が短期間に集中することもあって、人員不足、労務費や資機材価格の高騰などが懸念され、

採算確保が難しい状況が続くことが予想されます。 

このような状況の中で、利益重視を維持しつつ適正規模の受注を確保するべく営業力を強

化してまいります。さらに2011年度～2015年度を計画期間とする中期経営計画（SANKI 

VITAL PLAN 90th）に基づき、コア事業の一層の強化と成長戦略事業の拡大、新規事業の開

拓・育成に全力をあげて取り組んでまいります。 

真の「総合エンジニアリング企業」として、省エネルギーと快適環境のベストミックスを

実現することでお客様の満足度を高め、発展をめざします。さらにコーポレートガバナンス

を強化し、企業価値の 大化を図り、株主の皆様のご期待にお応えしてまいります。 

なお、北陸新幹線融雪・消雪基地機械設備工事の入札に関する独占禁止法違反行為に関し

ては、｢(1) 事業の経過及びその成果」に記載のとおりであり、当社といたしましては、さ

らなるコンプライアンスの厳正な遂行に努め、グループ一丸となって法令違反行為の根絶に

取り組んでいく所存であります。 
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 (5) 財産及び損益の状況 

  ①企業集団の財産及び損益の状況 
 

区     分 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度(当期)

受 注 高 147,129百万円 175,291百万円 165,800百万円 168,295百万円

売 上 高 151,794百万円 147,994百万円 154,658百万円 171,496百万円

当 期 純 利 益 又 は 
当 期 純 損 失 ( △ ) 

2,124
百万円

176
百万円

△4,992
百万円 

1,763
百万円

１株当たり当期純利益 
又は当期純損失 (△ ) 

29円67銭 2円46銭 △71円04銭 26円46銭

総 資 産 158,501百万円 163,120百万円 166,477百万円 170,181百万円

純 資 産 79,833百万円 79,662百万円 76,932百万円 74,917百万円

 
(注) 平成25年度から「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号）及び「退職給付に関する会計基

準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号）を適用しています。(ただし、退職給付に関する会計基
準第35項本文及び退職給付に関する会計基準の適用指針第67項本文に掲げられた定めを除く） 

 

平成24年度は、一部工事の採算悪化による利益減少及び特別損失として計上した減損損失

などが影響し、当期純損失となりました。 

平成25年度（当期）の受注高につきましては、着実な受注活動の成果から増加しておりま

す。また、売上高につきましては、平成24年度末の繰越工事が増加したことにより大幅な増

収となりました。利益面につきましては、増収による影響などにより、当期純利益となりま

した。 
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  ②当社の財産及び損益の状況 
 

区     分 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度(当期)

受 注 高 135,816百万円 157,111百万円 152,276百万円 152,628百万円

売 上 高 140,580百万円 134,908百万円 140,906百万円 156,007百万円

当 期 純 利 益 又 は 
当 期 純 損 失 ( △ ) 

2,100
百万円

△199
百万円

△5,587
百万円 

933
百万円

１株当たり当期純利益 
又は当期純損失 (△ ) 

29円33銭 △2円79銭 △79円50銭 14円00銭

総 資 産 153,980百万円 157,962百万円 161,377百万円 166,999百万円

純 資 産 76,231百万円 75,704百万円 72,338百万円 72,339百万円

 

   平成24年度及び平成25年度（当期）の状況につきましては、前項「企業集団の財産及び損

益の状況」に記載のとおりであり、追記すべき事項はありません。 

 

 (6) 重要な子会社の状況 

  ①重要な子会社の状況 
 

会  社  名 資 本 金 当社の議決権比率 主要な事業内容 

三機テクノサポート株式会社 100 百万円 100％ 設 備 工 事 事 業 

三 機 産 業 設 備 株 式 会 社 20百万円 100  〃 

三 機 化 工 建 設 株 式 会 社 80百万円 100  〃 

三 機 環 境 サ ー ビ ス 株 式 会 社 50百万円 100  〃 

親 友 サ ー ビ ス 株 式 会 社 10百万円 100  保 険 ・ リ ー ス 事 業 

AQUACONSULT Anlagenbau GmbH 18千ユーロ 100  散気装置製造販売事業 

THAI SANKI ENGINEERING & 
C O N S T R U C T I O N  C O . , L T D .

16,000
千タイ・
バーツ 49

 
設 備 工 事 事 業 

 
(注) 1.上記の子会社は連結子会社であります。 

2.親友サービス株式会社については、当期から新たに連結の範囲に含めており、セグメント上は「その
他」に含めております。また、AQUACONSULT Anlagenbau GmbH については、セグメント上は設備工事
事業の「環境システム」に含めております。 

 

  ②企業結合の成果 
   当社の連結子会社は７社あり、連結決算の概要は、１．企業集団の現況に関する事項 (1) 

事業の経過及びその成果、並びに (5) 財産及び損益の状況に記載のとおりであります。   
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 (7) 主要な事業内容 
   当社グループは、当社及び関係会社14社（うち連結子会社７社、持分法適用関連会社２社）

で構成されており、主たる事業である設備工事事業のほか、不動産の賃貸・管理事業等を行
っております。なお、設備工事事業では、次のような建築設備及びプラント設備の企画、設
計、製作、監理、施工、販売、コンサルティングを行っております。 

 

建

築

設

備 

ビ ル 空 調 衛 生 
空気調和設備、地域冷暖房施設、原子力関連施設、 
給排水設備、厨房設備、防災設備 

産 業 空 調 
産業空調設備、クリーンルーム設備、医薬・食品製造施設、 
冷凍・冷蔵装置、環境制御装置 

電 気 電気設備、電気通信設備、通信関連施設、電気土木 

ス マ ー ト ビ ル 
ソリューション 

中央監視・自動制御設備、情報通信システム、ＩＰ電話システム、 
セキュリティシステム 

ファシリティシステム 
オフィス等ワークプレイス構築・移転の設計・プロジェクトマネジメント・コン
サルティング 

プ
ラ
ン
ト
設
備

機 械 シ ス テ ム 
ＦＡシステム、物流システム、クリーン搬送システム、 
空港手荷物・貨物ハンドリングシステム、 
各種制御・情報システム、各種標準コンベヤ 

環 境 シ ス テ ム 
上水・下水処理設備、一般及び産業廃棄物処理・再生設備、 
汚泥再生処理設備、産業用排水・排ガス処理設備、 
食品・化学等産業用プラント設備 

 
 

 (8) 主要な営業所及び工場 

当 社 本 社 東京都中央区明石町８番１号 

 支 社 東 京 支 社 (東京都中央区)  関 西 支 社 (大 阪 市)  中 部 支 社 (名古屋市)

 支 店 九 州 支 店 (福 岡 市)  北海道支店 (札 幌 市)  中 国 支 店 (広 島 市)
  東 北 支 店 (仙 台 市)  北 陸 支 店 (富 山 市)  横 浜 支 店 (横 浜 市)
  関 東 支 店 (さいたま市)  千 葉 支 店 (千 葉 市)  茨 城 支 店 (土 浦 市)
  京 都 支 店 (京 都 市)  神 戸 支 店 (神 戸 市)  四 国 支 店 (高 松 市)
  静 岡 支 店 (静 岡 市)  豊 田 支 店 (豊 田 市)  三 河 支 店 (刈 谷 市)

 工 場 大和事業所 (大 和 市)       

子 会 社 国 内 三機テクノサポート株式会社(東京都中央区） 

  三機産業設備株式会社(大和市) 

  三機化工建設株式会社(東京都中央区) 

  三機環境サービス株式会社(東京都中央区) 

  親友サービス株式会社(東京都中央区) 

 海 外 AQUACONSULT Anlagenbau GmbH(オーストリア） 

  THAI SANKI ENGINEERING & CONSTRUCTION CO.,LTD.(タイ） 
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 (9) 従業員の状況 

  ①企業集団の従業員の状況 
 

従 業 員 数 前期末比増減 

2,283名 37名増 

 
  ②当社の従業員の状況 
 

従業員数 前期末比増減 平均年令 平均勤続年数 

1,908名 10名減 42.7才 18.2年 

 

 (10) 主要な借入先 
 

借  入  先 借  入  額 

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,328 百万円

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 925  

株 式 会 社 り そ な 銀 行 799  

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 信 託 銀 行 株 式 会 社 323  

株 式 会 社 横 浜 銀 行 320  

 

 (11）その他企業集団の現況に関する重要な事項 

   該当事項はありません。 

 



〆≠●0 
02_0229401102606.docx 
三機工業㈱様 招集 2014/05/23 20:33:00印刷 10/19 
 

― 11 ― 

2. 会社の株式に関する事項 
 
(1) 発行可能株式総数 192,945,000株 

 
(2) 発行済株式総数 69,661,156株（自己株式4,124,204株を含む） 

 
(3) 株 主 数 3,598名（対前期末571名減） 

 
 (4) 大 株 主（上位10名） 
 

株  主  名 持 株 数 持 株 比 率 

三 井 生 命 保 険 株 式 会 社 6,500千株 9.92％ 

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 5,700  8.70  

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 5,256  8.02  

三 機 共 栄 会 2,823  4.31  

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口) 2,571  3.92  

シービーエヌワイ デイエフエイ インターナショナル 
キ ャ ッ プ  バ リ ュ ー  ポ ー ト フ ォ リ オ 

1,642  2.51
 

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行 株 式 会 社 （ 信 託 口 ) 1,538  2.35  

三 機 工 業 従 業 員 持 株 会 1,223  1.87  

ジェーピー モルガン チェース バンク ３８５０９３ 1,168  1.78  

小 野 薬 品 工 業 株 式 会 社 1,060  1.62  

 
(注) 当社は自己株式4,124千株を保有しておりますが、上記大株主からは除いております。 

 
 (5) その他株式に関する重要な事項 

   当社は、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行と株主還元の実施のため、会

社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定により、平成25年

５月13日の当社取締役会決議に基づき、平成25年５月14日から平成25年９月13日の間、市場

取引により、4,000千株の自己株式を総額2,407,346千円で取得いたしました。 

   また、当社は、会社法第178条の規定により、平成25年５月13日の当社取締役会決議に基

づき、平成25年５月20日をもって4,800千株の自己株式を消却いたしました。 
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3. 会社の新株予約権等に関する事項 
 
 (1) 当事業年度末日における当社役員が有する新株予約権の状況 

  ①保有する新株予約権の数 

    230個 

  ②目的となる株式の種類及び数 

    当社普通株式 23,000株（新株予約権１個につき100株） 

  ③当社役員の保有状況 
 

 名 称 行使期間 
払込金額 

個数 
保有
者数行使価額 

取締役 
(社外取締 
役を除く) 

2013年度新株予約権 
(株式報酬型ストックオプション)

平成25年７月12日～ 
平成55年７月11日 

579円 
230個 ８名

1円 
 

(注)1.｢払込金額」及び「行使価額」は、いずれも１株あたりの金額です。 
2.新株予約権の割当てを受けた者（以下「新株予約権者」という｡）は、当該払込金額の払込みに代えて、

当社に対して有する報酬債権をもって相殺するものとします。 
3.譲渡による新株予約権の取得の制限 

譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会の承認を要するものとします。 
4.新株予約権の主な行使条件 

(1)新株予約権者は、新株予約権の行使期間内において、当社の取締役及び執行役員のいずれの地位を
も喪失した日の翌日から10日（10日目が休日に当たる場合には翌営業日）を経過する日までの間に
限り新株予約権を行使できます。なお、かかる行使は一括行使に限るものとします。 

(2)新株予約権者が死亡した場合、その者の相続人のうち配偶者又は一親等の親族の１名に限り本新株
予約権を行使できます。なお、かかる行使は一括行使に限るものとします。 
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 (2) 当事業年度中に当社使用人に交付した新株予約権の内容等 

  ①交付された新株予約権の数 

    210個 

  ②目的となる株式の種類及び数 

    当社普通株式 21,000株（新株予約権１個につき100株） 

  ③当社使用人への交付状況 
 

 名 称 行使期間 
払込金額 

個数 
交付
者数行使価額 

執行役員 
(当社取締役を 
兼務している 
者を除く) 

2013年度新株予約権 
(株式報酬型ストックオプション)

平成25年７月12日～ 
平成55年７月11日 

579円 

210個 20名

1円 

 
(注)1.｢払込金額」及び「行使価額」は、いずれも１株あたりの金額です。 

2.新株予約権者は、当該払込金額の払込みに代えて、当社に対して有する報酬債権をもって相殺するも
のとします。 

3.譲渡による新株予約権の取得の制限 
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会の承認を要するものとします。 

4.新株予約権の主な行使条件 
(1)新株予約権者は、新株予約権の行使期間内において、当社の取締役及び執行役員のいずれの地位を

も喪失した日の翌日から10日（10日目が休日に当たる場合には翌営業日）を経過する日までの間に
限り新株予約権を行使できます。なお、かかる行使は一括行使に限るものとします。 

(2)新株予約権者が死亡した場合、その者の相続人のうち配偶者又は一親等の親族の１名に限り本新株
予約権を行使できます。なお、かかる行使は一括行使に限るものとします。 

 

 (3) その他新株予約権等に関する重要な事項 

   該当事項はありません。 

 



〆≠●0 
02_0229401102606.docx 
三機工業㈱様 招集 2014/05/23 20:33:00印刷 13/19 
 

― 14 ― 

4. 会社役員に関する事項 
 
 (1) 取締役及び監査役の氏名等 
 

会社における地位 氏    名 担当及び重要な兼職の状況 

代表取締役 
社 長 

梶 浦 卓 一 
 

社長執行役員 
 

代表取締役 
 

久保田 丈 夫 
 

専務執行役員 
ファシリティシステム事業部、不動産事業統括室担当 

代表取締役 
 
 

長谷川   勉 
 
 

専務執行役員 
安全品質環境推進室、営業本部担当 
建築設備事業本部長 

取 締 役 
 
 

古 村 昌 人 
 
 

専務執行役員 
経営企画室担当 
ＣＳＲ推進本部長 

取 締 役 
 
 

臼 井 哲 夫 
 
 

専務執行役員 
技術研究所担当 
プラント設備事業本部長 

取 締 役 
 

新 間  衞 
 

常務執行役員 
管理本部長 

取 締 役 
 
 

玖 村 信 夫 
 
 

常務執行役員 
西日本担当 
関西支社長 

取 締 役 
 
 

藤 井 日出海 
 
 

常務執行役員 
東日本担当 
東京支社長 

取 締 役 西 村  博 三井生命保険株式会社顧問 

取 締 役 鱒 見 満 裕  

常勤監査役 赤 松 敬 治  

常勤監査役 安 永 俊 克  

監 査 役 
 
 
 

井 口 武 雄 
 
 
 

三井住友海上火災保険株式会社シニアアドバイザー 
株式会社カネカ社外取締役 
株式会社ＩＨＩ社外監査役 
キッコーマン株式会社社外監査役 

監 査 役 則 定  衛 弁護士（京橋中央法律事務所） 
 

(注)1.取締役 玖村信夫、藤井日出海の両氏は、平成25年６月26日開催の第89回定時株主総会において、新
たに選任され就任いたしました。 

2.取締役 西村 博、鱒見満裕の両氏は、社外取締役であります。 
3.監査役 井口武雄、則定 衛の両氏は、社外監査役であります。 
4.監査役 則定 衛氏は、東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と利益相反が生じるおそれのな

い独立役員であります。 
5.監査役 赤松敬治氏は、当社の監査室長及び監査・倫理室長を経験しており、財務及び会計に関する

相当程度の知見を有するものであります。 
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6.当社は、執行役員制度を導入しております。 
 平成26年３月31日現在の執行役員は次のとおりであります。 

  
社長執行役員 梶 浦 卓 一 執 行 役 員 井 上 忠 昭
専務執行役員 久保田 丈 夫 執 行 役 員 松 永 博 行
専務執行役員 長谷川   勉 執 行 役 員 齊 藤 一 男
専務執行役員 古 村 昌 人 執 行 役 員 岡 元 正 治
専務執行役員 臼 井 哲 夫 執 行 役 員 名 取 秀 雄
常務執行役員 玖 村 信 夫 執 行 役 員 白 木 博 之
常務執行役員 新 間  衞 執 行 役 員 渡 邊 純 次
常務執行役員 藤 井 日出海 執 行 役 員 古 川 松 雄
常務執行役員 三 石 栄 司 執 行 役 員 宮 﨑 和 夫
   執 行 役 員 本 松  卓
   執 行 役 員 鈴 木  茂
   執 行 役 員 福 田 順 一
   執 行 役 員 西 嶋 英 夫
   執 行 役 員 富 田 弘 明
   執 行 役 員 福 井 博 俊
   執 行 役 員 石 田 博 一
   執 行 役 員 吉 川  博
   執 行 役 員 杉 浦  繁
   執 行 役 員 國 廣 正 年

  
 (2) 取締役及び監査役の報酬等の額 
 

区    分 支 払 人 員 支 払 総 額 

取 締 役 
（うち社外取締役） 

11名 
（２名） 

245,923千円 
 （18,480千円） 

監 査 役 
（うち社外監査役） 

４名 
（２名） 

 69,940千円 
 （18,480千円） 

 
(注)1.取締役及び監査役の支払人員には、平成25年６月26日開催の第89回定時株主総会の終結の時をもって

退任した取締役１名を含んでいます。 
2.報酬等の額には、役員賞与引当金繰入額として取締役分32,810千円及び監査役分8,140千円がそれぞれ

含まれております。 
3.報酬等の額には、平成25年６月26日開催の第89回定時株主総会決議により、株式報酬型ストックオプ

ションとして取締役８名に付与した新株予約権13,317千円が含まれております。 
4.上記のほか、平成24年６月27日開催の第88回定時株主総会決議に基づき、役員退職慰労金制度廃止に

伴う打ち切り支給額として、当事業年度中に退任した取締役１名に対して26,230千円を支給しており
ます。 

 なお、金額には、過年度の事業報告において役員の報酬等の額に含めた役員退職慰労引当金繰入額 
(22,806千円）が含まれております。 

5.株主総会の決議による取締役の報酬限度額は年額450百万円であります。 
 (平成18年６月28日開催の第82回定時株主総会決議） 
6.株主総会の決議による監査役の報酬限度額は年額100百万円であります。 
 (平成18年６月28日開催の第82回定時株主総会決議） 
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 (3) 社外役員に関する事項 
  ①他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該法人等の関係 
  

氏    名 地   位 重要な兼職の状況 

西 村  博 社外取締役 三井生命保険株式会社顧問 

井 口 武 雄 社外監査役 

三井住友海上火災保険株式会社シニアアドバイザー 
株式会社カネカ社外取締役 
株式会社ＩＨＩ社外監査役 
キッコーマン株式会社社外監査役 

則 定  衛 社外監査役 弁護士（京橋中央法律事務所） 

(注)1.西村 博氏は、三井生命保険株式会社の顧問を兼職しており、当社は、同社と建築設備工事請負契約
及び保険契約等の取引があります。 

2.井口武雄氏は、三井住友海上火災保険株式会社のシニアアドバイザーを兼職しており、当社は、同社
と建築設備工事請負契約及び損害保険契約等の取引があります。 

 また、同氏は、株式会社カネカの社外取締役、株式会社ＩＨＩの社外監査役及びキッコーマン株式会
社の社外監査役を兼職しておりますが、当社と同社等との間には特別の関係はありません。 

3.則定 衛氏は、京橋中央法律事務所を主宰しておりますが、当社と同事務所との間には特別の関係は
ありません。 

 
  ②社外役員の主な活動状況 
  

氏    名 地   位 主な活動状況 

西 村  博 社外取締役 
当期開催の取締役会14回の全てに出席し、必要に応じ、主に経験豊
富な経営者の観点から発言を行っております。 

鱒 見 満 裕 社外取締役 
当期開催の取締役会14回のうち13回に出席し、必要に応じ、主に経
験豊富な経営者の観点から発言を行っております。 

井 口 武 雄 社外監査役 
当期開催の取締役会14回のうち12回に、また、監査役会７回の全て
に出席し、必要に応じ、主に経験豊富な経営者の観点から発言を行
っております。 

則 定  衛 社外監査役 
当期開催の取締役会14回のうち12回に、また、監査役会７回の全て
に出席し、必要に応じ、主に弁護士としての専門的見地から発言を
行っております。 

 
(注) 社外役員は、日頃から取締役会や監査役会において、法令遵守の観点から助言や意見表明を行ってお

りましたが、事業の経過及びその成果に記載の当社における独占禁止法違反行為について報告を受け
た後は、直ちに当社が講じるべき措置について助言等を行い、また、その後も再発防止策の策定及び
当社グループ全体の内部統制システムの強化に向けた取り組み並びに本件事実の公表等について適時
適切に助言等を行うなど、その職責を果たしております。 

 
  ③責任限定契約の内容の概要 
   当社と社外役員全員は、会社法第423条第１項の賠償責任を限定する契約を締結しており、

当該契約に基づく賠償責任限度額は、金１千万円と法令の定める 低限度額とのいずれか高
い額であります。 

 



〆≠●0 
02_0229401102606.docx 
三機工業㈱様 招集 2014/05/23 20:33:00印刷 16/19 
 

― 17 ― 

5. 会計監査人の状況 
 
 (1) 会計監査人の名称 
   新日本有限責任監査法人 
 
 (2) 当該事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 

①当社の会計監査人としての報酬等の額 59百万円
②当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計 59百万円

 
   なお、当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引

法に基づく監査の監査報酬の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記金額
はこれらの合計額で記載しております。 

 
 (3) 会計監査人が行った非監査業務（公認会計士法第２条第１項の業務以外の業務) 
   該当事項はありません。 
 
 (4) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針 

当社は、会社法第340条に定める監査役会による会計監査人の解任のほか、原則として、
会計監査人が職務を適切に遂行することが困難と認められる場合には、監査役会の同意又は
請求により、会計監査人の解任又は不再任に関する議題を株主総会に提案いたします。 

 
 (5) 責任限定契約の内容の概要 
   該当事項はありません。 
 
 (6) 会計監査人の業務の停止に関する事項 
   該当事項はありません。 
 
 (7) 会計監査人の辞任又は解任に関する事項 
   該当事項はありません。 
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6. 会社の体制及び方針 
 
 (1) 内部統制システム基本方針 
  ①取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 
   ⅰ．企業倫理規程に基づき、社長執行役員を委員長とする企業倫理委員会を中心に、三機

工業グループコンプライアンス宣言、三機工業グループ行動規範・行動指針及び三機工
業グループ行動基準等の浸透をはかり、コンプライアンス推進活動を実施する。 

   ⅱ．内部監査部門等により、遵法の指導、モニタリングを実施し、コンプライアンスを強
化する。 

   ⅲ．通報窓口を活用し、社内の自浄作用を働かせ、不祥事の未然防止をはかる。 
   ⅳ．市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に対しては、毅然とした態度でこ

れを排除する。 
   ⅴ．万一コンプライアンスに反した事態が発生した場合は、就業規程等により厳正に対処

する。 
 
  ②取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 
   法令の定め及び社内規則（文書保管・保存規則、情報セキュリティリスク管理規則等）に

則り、適切な保存・管理を行い、その状況を確認する。 
 
  ③損失の危険の管理に関する規程その他の体制 
   ⅰ．経営リスク（コンプライアンス、情報セキュリティ、品質、損益、環境、災害などに

係るリスク）については、リスク管理委員会を設置し、全社のリスクを一元的に管理す
る。リスク管理委員会のもとに分科会を設け、特定のリスクについて評価、コントロー
ルを行う。 

   ⅱ．新たに生じたリスクへの対応のために必要な場合、社長執行役員は速やかに対応部署
及び責任執行役員を定める。重要な経営判断を要する事項については、その重要度に応
じて経営会議、取締役会において判断する。 

   ⅲ．財務報告に係る内部統制規程、経理規程等に則り、財務報告の適正性を確保する。 
 
  ④取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 
   執行役員制度、組織規程・職務分掌規程等の社内規則の整備、経営会議、執行役員会等で

の審議・報告により経営効率の向上、意思決定の迅速化を図る。 
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  ⑤株式会社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するた
めの体制 

   ⅰ．上記①のコンプライアンス体制を企業集団間で共有するとともに、子会社の重要な組
織・経理・業務等に関しては、子会社管理規則に則り、それぞれの子会社、業務ごとの
担当部署への報告、承認を通じて管理する。 

   ⅱ．内部監査部門による定期的な監査により実施状況を確認する。 
 
  ⑥監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 
   ⅰ．監査役は、必要があるときは、取締役に対して監査役スタッフの派遣を求めることが

できる。 
   ⅱ．監査役スタッフの人事異動に際しては、人事担当執行役員は、事前に監査役の同意を

得るものとする。 
   ⅲ．監査役は、取締役会、経営会議、企業倫理委員会、執行役員会その他重要な会議に出

席する。 
   ⅳ．監査役は、役員・従業員から報告・重要な書類の提示を受け、また、内部監査部門か

ら内部監査の報告を受ける。 
   ⅴ．監査役は、内部監査部門及び会計監査人と随時協議し、必要な場合は内部監査部門に

対して特定事項の調査を依頼することができる。 
   ⅵ．監査役は、役員・従業員に対して必要な事項の調査・説明を求めることができる。 
   ⅶ．社長執行役員は監査役と定期的に意見交換を行う。 
 
 (2) 反社会的勢力排除に向けた体制 
  ①反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方 
   当社は、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に対しては、毅然とした態度

でこれを排除することを基本方針としております。 
 
  ②反社会的勢力排除に向けた体制の整備状況 
   ⅰ．三機工業グループ行動規範・行動指針に反社会的勢力への対応方針を記載するととも

に、研修によりこれを社内に周知徹底しております。 
   ⅱ．反社会的勢力に関する情報収集に努め、外部専門機関と連携をとりながら、反社会的

勢力との関係の遮断、排除に努めております。 
   ⅲ．反社会的勢力からの接触には、管理本部を対応統括部署とし、各事業所における不当

要求防止担当部署と緊密に連携をとりながら毅然とした態度で対応しております。 
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 (3) 剰余金の配当等の決定に関する方針 
   当社では、株主に対する利益の還元を経営上重要な施策の一つとして位置づけております。

株主に対する利益還元策の基本は配当政策と認識しており、これまでも事業の継続的発展と
株主に対する短期的な還元とのバランスを考慮し、安定的な配当を基本としつつ業績等に応
じて増配を実施してまいりました。今後もこの方針を基本としつつも、株主・投資家等社会
の要請をふまえ、自己株式買取等も含めた総合的な株主還元策を検討してまいりたいと存じ
ます。 

   なお、当期の株主配当金は７円50銭（中間配当金を含め年15円）を予定しております。 
 



〆≠●0 
03_0229401102606.docx 
三機工業㈱様 招集 2014/05/20 21:33:00印刷 1/11 
 

 

― 21 ― 

連 結 貸 借 対 照 表 
 

(平成26年３月31日現在) 
(単位：百万円) 

 
資   産   の   部 負   債   の   部 

 
流 動 資 産 

現 金 預 金 

受取手形・完成工事未収入金等 

有 価 証 券 

未 成 工 事 支 出 金 

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 

繰 延 税 金 資 産 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 

有 形 固 定 資 産 

建 物 ・ 構 築 物 

機械、運搬具及び工具器具備品 

土 地 

リ ー ス 資 産 

無 形 固 定 資 産 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

長 期 貸 付 金 

退 職 給 付 に 係 る 資 産 

繰 延 税 金 資 産 

敷 金 及 び 保 証 金 

保 険 積 立 金 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

115,941 

23,510 

78,101 

3,998 

1,863 

417 

1,661 

6,715 

△328 

54,239 

9,878 

4,934 

445 

4,124 

374 

436 

43,924 

31,283 

258 

3,587 

130 

1,080 

241 

8,463 

△1,121 

流 動 負 債 

支払手形・工事未払金等 

短 期 借 入 金 

リ ー ス 債 務 

未 払 法 人 税 等 

繰 延 税 金 負 債 

未 成 工 事 受 入 金 

賞 与 引 当 金 

役 員 賞 与 引 当 金 

完 成 工 事 補 償 引 当 金 

工 事 損 失 引 当 金 

そ の 他 

固 定 負 債 

リ ー ス 債 務 

繰 延 税 金 負 債 

退 職 給 付 に 係 る 負 債 

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 

債 務 保 証 損 失 引 当 金 

そ の 他 

負 債 合 計 

78,736 

57,888 

6,576 

72 

625 

27 

5,489 

2,286 

75 

428 

567 

4,698 

16,526 

363 

2,260 

8,231 

219 

29 

5,422 

95,263 

純  資  産  の  部 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

利 益 剰 余 金 

自 己 株 式 

その他の包括利益累計額 

その他有価証券評価差額金 

為替換算調整勘定 

退職給付に係る調整累計額 

新 株 予 約 権 

純 資 産 合 計 

68,777 

8,105 

4,181 

58,935 

△2,444 

6,114 

9,095 

29 

△3,011 

25 

74,917 

資 産 合 計 170,181 負 債 純 資 産 合 計 170,181 
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連 結 損 益 計 算 書 

 (平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで) (単位：百万円)

 
売 上 高   

完 成 工 事 高 170,336  
不 動 産 事 業 等 売 上 高 1,159 171,496 

売 上 原 価   
完 成 工 事 原 価 152,224  
不 動 産 事 業 等 売 上 原 価 848 153,072 

売 上 総 利 益   
完 成 工 事 総 利 益 18,111  
不 動 産 事 業 等 総 利 益 311 18,423 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  15,604 

営 業 利 益  2,818 
営 業 外 収 益   

受 取 利 息 45  
受 取 配 当 金 506  
受 取 保 険 金 105  
廃 材 処 分 収 入 123  
そ の 他 226 1,007 

営 業 外 費 用   
支 払 利 息 96  
持 分 法 に よ る 投 資 損 失 107  
為 替 差 損 126  
そ の 他 349 679 

経 常 利 益  3,146 

特 別 利 益   
固 定 資 産 売 却 益 181  
投 資 有 価 証 券 売 却 益 163 345 

特 別 損 失   
減 損 損 失 143  
固 定 資 産 売 却 損 8  
固 定 資 産 除 却 損 30  
関 係 会 社 株 式 評 価 損 153 336 

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益  3,154 
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 959  
法 人 税 等 調 整 額 431 1,391 
少数株主損益調整前当期純利益  1,763 
当 期 純 利 益  1,763 
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連結株主資本等変動計算書 

 (平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで) (単位：百万円)

 

 
株 主 資 本 

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 8,105 4,181 60,855 △2,750 70,391

当 期 変 動 額  

剰 余 金 の 配 当 △1,013  △1,013

当 期 純 利 益 1,763  1,763

連 結 範 囲 の 変 動 44  44

自己株式の取得(単元未
満株式の買取を含む) 

△2,408 △2,408

自 己 株 式 の 消 却 △2,714 2,714 ―

株主資本以外の項目の 
当 期 変 動 額（純 額) 

 

当 期 変 動 額 合 計 △1,919 305 △1,614

当 期 末 残 高 8,105 4,181 58,935 △2,444 68,777

 

 

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 

新株予約権 純資産合計そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に
係 る 調 整
累 計 額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

当 期 首 残 高 6,631 △90 ― 6,540 ― 76,932

当 期 変 動 額  

剰 余 金 の 配 当  △1,013

当 期 純 利 益  1,763

連 結 範 囲 の 変 動  44

自己株式の取得(単元未
満株式の買取を含む) 

 △2,408

自 己 株 式 の 消 却  ―

株主資本以外の項目の 
当 期 変 動 額（純 額) 

2,464 120 △3,011 △426 25 △401

当 期 変 動 額 合 計 2,464 120 △3,011 △426 25 △2,015

当 期 末 残 高 9,095 29 △3,011 6,114 25 74,917
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連  結  注  記  表 
 
連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等 
 
1. 連結の範囲に関する事項 
 (1) 連結子会社の数及び連結子会社の名称 
    連結子会社の数    ７社 

 連結子会社の名称 三機テクノサポート株式会社 三機産業設備株式会社 三機化工建設株式会社 
 三機環境サービス株式会社 親友サービス株式会社 AQUACONSULT Anlagenbau GmbH 
 THAI SANKI ENGINEERING & CONSTRUCTION CO.,LTD. 
このうち親友サービス株式会社については、重要性が増したため、当連結会計年度から連結の範囲に含めるこ
ととしました。 

 (2) 非連結子会社の名称等 
 

   非連結子会社の名称 苫小牧熱サービス株式会社 三机建筑工程(上海)有限公司 
 AEROSTRIP Corporation  

   （連結の範囲から除いた理由） 
非連結子会社３社は、いずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及
び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範
囲から除外しました。 

2. 持分法の適用に関する事項 
 (1) 持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の数及び会社等の名称 
    非連結子会社の数   なし 
    関連会社の数     ２社 
    関連会社の名称    秋田エコプラッシュ株式会社 奥羽クリーンテクノロジー株式会社 
 (2) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社の名称等 

 非連結子会社の名称 苫小牧熱サービス株式会社 三机建筑工程(上海)有限公司 
 AEROSTRIP Corporation  
 関連会社の名称 PFI大久保テクノリソース株式会社 SHUN HING-SANKI JV LIMITED 

   （持分法を適用しない理由） 
持分法を適用していない非連結子会社３社及び関連会社２社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余
金（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、
全体としても重要性がないため、持分法の適用範囲から除外しました。 

3. 連結子会社の事業年度等に関する事項 
   連結子会社の決算日が連結決算日と異なる会社は次のとおりであります。 

会社名  決算日 
AQUACONSULT Anlagenbau GmbH  12月31日
THAI SANKI ENGINEERING & CONSTRUCTION CO.,LTD.  12月31日

    連結子会社の決算日現在の財務諸表を使用しています。ただし、連結決算日との間に生じた重要な取引につい
ては、連結上必要な調整を行っています。 
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4. 会計処理基準に関する事項 
 (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 
  ① 有価証券の評価基準及び評価方法 
    満期保有目的の債券  償却原価法（定額法） 
    そ の 他 有 価 証 券 

   時価のあるもの 連結決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理
し、売却原価は移動平均法により算定） 

   時価のないもの 移動平均法による原価法 
  ② デリバティブの評価基準及び評価方法 

   デ リ バ テ ィ ブ 時価法 
  ③ たな卸資産の評価基準及び評価方法 

  未 成 工 事 支 出 金 個別法による原価法 
  原材料及び貯蔵品 移動平均法による原価法（連結貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定） 
 (2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

 ① 有形固定資産（リース資産を除く） 
 当社及び国内連結子会社は、定率法を採用し、在外連結子会社は定額法を採用しています。 

なお、耐用年数及び残存価額については、主として法人税法に規定する方法と同一の基準によっています。
 ② 無形固定資産（リース資産を除く） 定額法 
 なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（主として５年）に基づく定額法を

採用しています。 
 ③ リース資産 
   所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 
 自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しています。 
   所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 
 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しています。 

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリース
取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。 

 (3) 重要な引当金の計上基準 
 ① 貸 倒 引 当 金 売上債権、貸付金等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不
能見込額を計上しています。 

 ② 賞 与 引 当 金 従業員に支給する賞与に充てるため、当連結会計年度の負担に属する支給見込額を計
上しています。 

 ③ 役 員 賞 与 引 当 金 役員に支給する賞与に充てるため、当連結会計年度の負担に属する支給見込額を計上
しています。 

 ④ 完成工事補償引当金 完成工事に係る瑕疵担保の費用に備えるため、当連結会計年度の完成工事高に対する
将来の見積補償額に基づいて計上しています。 

 ⑤ 工 事 損 失 引 当 金 受注工事の損失に備えるため、手持受注工事のうち、大幅な損失が発生すると見込ま
れ、かつ、当該損失額を合理的に見積もることが可能な工事について、翌連結会計年
度以降の損失見積額を計上しています。 
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 ⑥ 役員退職慰労引当金 役員及び執行役員の退職慰労金の支給に備えて、内規に基づく当連結会計年度末要支
給額を計上しています。 
(追加情報) 
当社及び国内連結子会社４社は、平成24年３月に各社が開催した取締役会において、
平成24年３月31日付で役員退職慰労金制度を廃止することを決議いたしました。ま
た、平成24年６月に各社開催の定時株主総会において、同総会終結時に在任する取締
役及び監査役に対し、平成24年３月31日までの在任期間に対応した役員退職慰労金を
打ち切り支給することとし、その支給の時期については各取締役及び各監査役の退任
の時とし、具体的な金額、方法等は、取締役については取締役会に、監査役について
は監査役の協議に一任することを決議しました。このため、当該支給見込額について
は、引き続き役員退職慰労引当金に含めて計上しています。 

 ⑦ 債務保証損失引当金 保証債務の履行による損失に備えるため、当連結会計年度末における損失発生見込額
を計上しています。 

 (4) 重要な収益及び費用の計上基準 
    完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

当連結会計年度末までの進捗部分につ
いて成果の確実性が認められる工事 

  工事進行基準（工事の進捗度の見積りは原価比例法） 

   その他の工事   工事完成基準 
 (5) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しています。 
なお、為替予約等の振当処理の対象となっている外貨建金銭債権債務については、当該為替予約等の円貨額に換
算しています。 
また、在外子会社の資産、負債、収益及び費用は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は純資
産の部における為替換算調整勘定に含めています。 

 (6）ヘッジ会計の方法 
繰延ヘッジ処理によっています。なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理を行ってい
ます。 

 (7) その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項 
  ① 退職給付に係る資産及び退職給付に係る負債の計上基準 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における見込額に基づき、退職給付債務から年金資産の
額を控除した額を退職給付に係る負債、年金資産の額が退職給付債務を超過している額を退職給付に係る資
産に計上しています。 
過去勤務費用は、主としてその発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法
により費用処理しています。 
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）
による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しています。 
未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産の部におけるその
他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しています。 

  ② 消費税等の会計処理 
消費税及び地方消費税に相当する額の会計処理は、税抜方式を採用しています。ただし、資産に係る控除対
象外消費税等は発生した期間の費用としています。 
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 (8) 会計方針の変更 
    退職給付に関する会計処理 

当連結会計年度より、｢退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職
給付会計基準」という｡）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平
成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という｡）を適用しています。(ただし、退職給付会計基準第35
項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めを除く｡） 
これらの会計基準等の適用により、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債、年
金資産の額が退職給付債務を超過している額を退職給付に係る資産として計上する方法に変更し、未認識数
理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る負債及び退職給付に係る資産に計上しました。 
退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な扱いに従っており、当連
結会計年度において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減
しています。 
この結果、当連結会計年度末のその他の包括利益累計額が3,011百万円減少しています。 

 (9) 表示方法の変更 
   （連結損益計算書関係） 
  ① 貸倒引当金繰入額 

前連結会計年度に区分掲記していました営業外費用の「貸倒引当金繰入額」は、営業外費用総額における金額
的重要性が低下したため、当連結会計年度から「その他」に含めて表示しました。なお、当連結会計年度の営
業外費用の「その他」に含まれている「貸倒引当金繰入額」は37百万円であります。 

  ② 工事補修費 
前連結会計年度に区分掲記していました営業外費用の「工事補修費」は、営業外費用総額における金額的重要
性が低下したため、当連結会計年度から「その他」に含めて表示しました。なお、当連結会計年度の営業外費
用の「その他」に含まれている「工事補修費」は62百万円であります。 

 
連結貸借対照表に関する注記 
 
1. 担保に供されている資産 
 (1) 投資その他の資産（定期預金）   43百万円 投資有価証券   ５百万円 
   上記資産は、関連会社等の金融機関借入金等の保証に伴い担保に供しています。 
 (2) 投資その他の資産（定期預金）4,500百万円 
   上記資産は、信用状開設のための担保に供しています。 
2. 有形固定資産の減価償却累計額 38,306百万円
3. 保証債務額   ９百万円（出資先の借入金に対する保証） 
4. 工事損失引当金に対応する未成工事支出金の金額 
   損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金と工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示していま

す。損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金のうち、工事損失引当金に対応する額は82百万円で
あります。 
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連結損益計算書に関する注記 
 
1. 売上原価のうち工事損失引当金繰入額（△は戻入額） △233百万円
2. 減損損失 
   当連結会計年度において、当社グループは以下の資産について減損損失を計上しています。 

場   所 用   途 種   類 金   額 

大阪府大阪市他 事業用資産 土地、建物、構築物 143百万円
 

当社は、事業用資産については、建築設備部門、機械システム事業部門、環境システム事業部門の３グループ、
それ以外については不動産事業用資産、遊休資産に分け、個々の資産毎に、また連結子会社等の資産については
会社単位にグルーピングを行い減損損失の判定を行っています。 
事業用資産について、売却することを決定したため、帳簿価額を正味売却価額（売却予定額）まで減額し、当該
減少額を減損損失として特別損失に計上しました。 

 

連結株主資本等変動計算書に関する注記 
 
1. 当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数 

普通株式 69,661,156株
2. 配当に関する事項 
 (1) 配当金支払額 

決 議 株式の種類 
配当金の

総額 
(百万円)

１株当たり
配当金(円)

基準日 効力発生日 

平成25年 
６月26日 
定時株主総会 

普通株式 521 7.50
平成25年
３月31日

平成25年 
６月27日 

平成25年 
11月８日 
取締役会 

普通株式 491 7.50
平成25年
９月30日

平成25年 
12月10日 

 
 (2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 
   平成26年６月26日開催の第90回定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案して

います。 
① 配当金の総額 491百万円
② １株当たり配当金 7.50円
③ 基準日 平成26年３月31日
④ 効力発生日 平成26年６月27日

    なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しています。 
3. 当連結会計年度末の新株予約権の目的となる株式の種類及び数 

決 議 目的となる株式の種類 目的となる株式の数 

平成25年６月26日 
定時株主総会 

普通株式 44千株 
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金融商品に関する注記 
 
1. 金融商品の状況に関する事項 
 (1) 金融商品に対する取組方針 
    当社グループは、資金運用については元本を毀損するリスクが低く、格付機関による格付が高い債券等の金融

資産で行っています。また、資金調達については銀行や生命保険会社による借入による方針であります。デリ
バティブは、外貨建債権・債務にかかる将来の為替レートの変動リスク、借入金の金利変動リスクを回避する
ために利用し、投機的な取引は行っていません。 

 (2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制 
営業債権である受取手形・完成工事未収入金等は、顧客の信用リスクに晒されています。当該リスクに関して
は、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、主な取引先の信用状況を定期的に把握する体制とし
ています。 
投資有価証券は、主に満期保有目的の債券及び業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価額の変動リス
クに晒されています。なお、これらについては定期的に時価を把握しています。 
営業債務である支払手形・工事未払金等は、そのほとんどが１年以内の支払期日であります。 
デリバティブ取引については、外貨建債権・債務にかかる将来の為替レートの変動リスク、借入金の金利変動
リスクを回避する目的で利用することはありますが、すべて実需にもとづいており、デリバティブ自体による
売買はありません。なお、利用にあたっては経理部門において取引権限を定めたうえで、信用リスクを軽減す
るために、格付の高い金融機関とのみ取引を行っています。 
また、営業債務や借入金は、流動性リスクに晒されていますが、当社グループでは、グループ各社が月次に資
金計画を作成するなどの方法により管理しています。 

 (3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 
    ｢2. 金融商品の時価等に関する事項」におけるデリバティブ取引に関する契約額等については、その金額自体

がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありません。 
 
2. 金融商品の時価等に関する事項 
   平成26年３月31日（当連結会計年度の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につ

いては、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含まれ
ていません（(注２）参照)。 

(単位：百万円) 

 
連結貸借対照表
計上額（※) 

時価（※) 差額 

(1) 現金預金 23,510 23,510 ―

(2) 受取手形・完成工事未収入金等 78,101 78,101 ―

(3) 有価証券及び投資有価証券  

   満期保有目的の債券 4,302 4,310 7

   その他有価証券 28,516 28,516 ―

資産計 134,431 134,439 7

支払手形・工事未払金等 (57,888) (57,888) ―

負債計 (57,888) (57,888) ―

デリバティブ取引 (301) (301) ―

   (※) 負債に計上されているものについては、( ）で示しています。 
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   (注1) 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項 
    資産 

(1) 現金預金 
預金はすべて短期であり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっています。 

(2) 受取手形・完成工事未収入金等 
これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債権ごとに債権額を満期までの期間及び信用リスクを加味
した利率により割り引いた現在価値によっていますが、当連結会計年度末の時価は帳簿価額にほぼ等し
いと判断いたしました。 

(3) 有価証券及び投資有価証券 
これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格又は取引金融機関から
提示された時価によっています。 

    負債 
支払手形・工事未払金等 
 これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっています。 

    デリバティブ取引 
(1) ヘッジ会計が適用されていないもの 

ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引について、取引の対象物の種類ごとの連結決算日にお
ける契約額又は契約において定められた元本相当額、時価及び評価損益並びに当該時価の算定方法は次
のとおりであります。 

(単位：百万円) 

区分 取引の種類 契約額 
契約額のうち

１年超 
時価 評価損益 

市場取引以外の取引 
為替予約取引 
売建 
 米ドル 

1,240 ― △301 △301

(注)時価の算定方法 
  取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。 
(2) ヘッジ会計が適用されているもの 

該当するものはありません。 
   (注2) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品 

(単位：百万円) 

区分 連結貸借対照表計上額 

非上場株式等※ 2,462 

   ※ 上記については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、｢資産(3) 有価
証券及び投資有価証券」には含めていません。 
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賃貸等不動産に関する注記 
 
1. 賃貸等不動産の状況に関する事項 
   当社は神奈川県その他の地域において、賃貸商業施設及び賃貸住宅等を有しています。 
2. 賃貸等不動産の時価に関する事項 

(単位：百万円) 

連結貸借対照表計上額 時価 

3,559 13,188 

   (注1) 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であります。 
   (注2) 当連結会計年度末の時価は、主要な賃貸資産については社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価書に基

づいて、時点修正等合理的な調整を行って算定し、その他の賃貸資産については固定資産税評価額等によ
り算定しています。 

 

１株当たり情報に関する注記 
 
 １株当たり純資産額 1,142円74銭
 １株当たり当期純利益金額 26円46銭
 

本連結計算書類中の記載金額は、表示数値未満の端数を切り捨てて表示しています。 
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貸  借  対  照  表 
 

(平成26年３月31日現在) 
(単位：百万円) 

 
資   産   の   部 負   債   の   部 

 
流 動 資 産 

現 金 預 金 

受 取 手 形 

完 成 工 事 未 収 入 金 

有 価 証 券 

未 成 工 事 支 出 金 

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 

繰 延 税 金 資 産 

立 替 金 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 

有 形 固 定 資 産 

建 物 

構 築 物 

機 械 及 び 装 置 

車 両 運 搬 具 

工 具 、 器 具 及 び 備 品 

土 地 

リ ー ス 資 産 

無 形 固 定 資 産 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

関 係 会 社 株 式 

関 係 会 社 出 資 金 

長 期 貸 付 金 

関 係 会 社 長 期 貸 付 金 

破 産 更 生 債 権 等 

長 期 前 払 費 用 

前 払 年 金 費 用 

敷 金 及 び 保 証 金 

保 険 積 立 金 

長 期 性 預 金 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

109,147 

21,339 

4,175 

68,933 

3,998 

1,769 

217 

1,440 

5,711 

1,894 

△333 

57,852 

9,509 

4,761 

130 

74 

35 

281 

4,123 

101 

412 

47,930 

30,822 

510 

611 

186 

320 

453 

394 

7,158 

1,031 

241 

5,643 

2,034 

△1,477 

流 動 負 債 
支 払 手 形 
工 事 未 払 金 
短 期 借 入 金 
リ ー ス 債 務 
未 払 金 
未 成 工 事 受 入 金 
預 り 金 
賞 与 引 当 金 
役 員 賞 与 引 当 金 
完 成 工 事 補 償 引 当 金 
工 事 損 失 引 当 金 
そ の 他 

 
固 定 負 債 

リ ー ス 債 務 
繰 延 税 金 負 債 
退 職 給 付 引 当 金 
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 
債 務 保 証 損 失 引 当 金 
関係会社事業損失引当金 
従 業 員 預 り 金 
長 期 預 り 保 証 金 
そ の 他 

 
負 債 合 計 

78,322 
3,695 
52,532 
6,576 

54 
1,894 
5,306 
4,783 
1,958 

40 
411 
540 
527 

 
16,337 

71 
3,927 
6,768 
178 
29 
612 

2,258 
2,154 
338 

 
94,660 

純  資  産  の  部 

株 主 資 本 
資 本 金 
資 本 剰 余 金 

資 本 準 備 金 
利 益 剰 余 金 

利 益 準 備 金 
そ の 他 利 益 剰 余 金 

固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 
別 途 積 立 金 
繰 越 利 益 剰 余 金 

自 己 株 式 
 

評価・換算差額等 
その他有価証券評価差額金 

 
新 株 予 約 権 

 
純 資 産 合 計 

63,218 
8,105 
4,181 
4,181 
53,376 
2,026 
51,349 
1,503 
46,110 
3,735 

△2,444 
 

9,095 
9,095 

 
25 

 
72,339 

資 産 合 計 166,999 負 債 純 資 産 合 計 166,999 
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損  益  計  算  書 

 (平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで) (単位：百万円)

 
売 上 高   

完 成 工 事 高 154,930  

不 動 産 事 業 等 売 上 高 1,077 156,007 

売 上 原 価   

完 成 工 事 原 価 139,866  

不 動 産 事 業 等 売 上 原 価 841 140,707 

売 上 総 利 益   

完 成 工 事 総 利 益 15,064  

不 動 産 事 業 等 総 利 益 235 15,300 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  14,373 

営 業 利 益  926 

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 及 び 配 当 金 932  

そ の 他 452 1,385 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 91  

為 替 差 損 169  

関係会社事業損失引当金繰入額 117  

そ の 他 336 714 

経 常 利 益  1,596 

特 別 利 益   

固 定 資 産 売 却 益 181  

投 資 有 価 証 券 売 却 益 163 345 

特 別 損 失   

減 損 損 失 143  

固 定 資 産 売 却 損 8  

固 定 資 産 除 却 損 30  

子 会 社 株 式 売 却 損 153 336 

税 引 前 当 期 純 利 益  1,605 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 260  

法 人 税 等 調 整 額 412 672 

当 期 純 利 益  933 
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株 主 資 本 等 変 動 計 算 書 

 (平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで) (単位：百万円)

 

 

株 主 資 本 

資本金 

資本剰余金 利 益 剰 余 金 

自己株式
株主資本
合 計資本準備金

資本剰余金
合 計

利 益
準備金

その他利益剰余金 
利益剰余金 
合 計 

固定資産
圧 縮
積 立 金

別途積立金
繰越利益 
剰 余 金 

当 期 首 残 高 8,105 4,181 4,181 2,026 1,597 56,110 △3,563 56,170 △2,750 65,706
当 期 変 動 額    

固定資産圧縮積立金の積立  2 △2 ― ―
固定資産圧縮積立金の取崩  △96 96 ― ―
別 途 積 立 金 の 積 立    
別 途 積 立 金 の 取 崩  △10,000 10,000 ― ―
剰 余 金 の 配 当  △1,013 △1,013 △1,013
当 期 純 利 益  933 933 933

自己株式の取得(単元未
満株式の買取を含む) 

   △2,408 △2,408

自 己 株 式 の 消 却  △2,714 △2,714 2,714 ―

株主資本以外の項目の 
当 期 変 動 額（純 額) 

   

当 期 変 動 額 合 計  △93 △10,000 7,299 △2,794 305 △2,488
当 期 末 残 高 8,105 4,181 4,181 2,026 1,503 46,110 3,735 53,376 △2,444 63,218

 

 

評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計その他有価証券
評 価 差 額 金

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 6,631 6,631 ― 72,338
当 期 変 動 額 

固定資産圧縮積立金の積立 ―
固定資産圧縮積立金の取崩 ―
別 途 積 立 金 の 積 立 
別 途 積 立 金 の 取 崩 ―
剰 余 金 の 配 当 △1,013
当 期 純 利 益 933

自己株式の取得(単元未
満株式の買取を含む) 

△2,408

自 己 株 式 の 消 却 ―

株主資本以外の項目の 
当 期 変 動 額（純 額) 

2,464 2,464 25 2,489

当 期 変 動 額 合 計 2,464 2,464 25 0
当 期 末 残 高 9,095 9,095 25 72,339
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個  別  注  記  表 
 
重 要 な 会 計 方 針 
 
1. 資産の評価基準及び評価方法 
 (1) 有価証券の評価基準及び評価方法 

満期保有目的の債券 償却原価法（定額法） 
子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法 
そ の 他 有 価 証 券  
  時価のあるもの 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売

却原価は移動平均法により算定） 
  時価のないもの 移動平均法による原価法 

 (2) デリバティブの評価基準及び評価方法 
デ リ バ テ ィ ブ 時価法 

 (3) たな卸資産の評価基準及び評価方法 
未 成 工 事 支 出 金 個別法による原価法 
原材料及び貯蔵品 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法

により算定） 
2. 固定資産の減価償却の方法 
 (1) 有形固定資産（リース資産を除く） 定率法 
    なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっています。 
 (2) 無形固定資産（リース資産を除く） 定額法 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用してい
ます。 

 (3) リース資産 
   所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しています。 
なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリース取
引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。 

3. 引当金の計上基準 
(1) 貸 倒 引 当 金  売上債権、貸付金等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不
能見込額を計上しています。 

(2) 賞 与 引 当 金  従業員に支給する賞与に充てるため、当期の負担に属する支給見込額を計上していま
す。 

(3) 役 員 賞 与 引 当 金  役員に支給する賞与に充てるため、当期の負担に属する支給見込額を計上していま
す。 

(4) 完成工事補償引当金  完成工事に係る瑕疵担保の費用に備えるため、当期の完成工事高に対する将来の見積
補償額に基づいて計上しています。 

(5) 工 事 損 失 引 当 金  受注工事の損失に備えるため、手持受注工事のうち、大幅な損失が発生すると見込ま
れ、かつ、当該損失額を合理的に見積もることが可能な工事について、翌期以降の損
失見積額を計上しています。 
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(6) 退 職 給 付 引 当 金  従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び年金資産の見込額
に基づき計上しています。 
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数 (10年) 
による定額法により費用処理しています。 
数理計算上の差異は、各期の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の
年数（10年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌期から費用処理し
ています。 

(7) 役員退職慰労引当金  役員及び執行役員の退職慰労金の支給に備えて、内規に基づく期末要支給額を計上し
ています。 
(追加情報) 
当社は、平成24年３月24日開催の取締役会において、平成24年３月31日付で役員退職
慰労金制度を廃止することを決議いたしました。また、平成24年６月27日開催の定時
株主総会において、同総会終結時に在任する取締役及び監査役に対し、平成24年３月
31日までの在任期間に対応した役員退職慰労金を打ち切り支給することとし、その支
給の時期については各取締役及び各監査役の退任の時とし、具体的な金額、方法等
は、取締役については取締役会に、監査役については監査役の協議に一任することを
決議しました。このため、当該支給見込額については、引き続き役員退職慰労引当金
に含めて計上しています。 

(8) 債務保証損失引当金  保証債務の履行による損失に備えるため、当期末における損失発生見込額を計上して
います。 

(9) 関係会社事業損失引当金  関係会社の事業に伴う損失に備えるため、関係会社の財政状態等を勘案し、当期末に
おける損失負担見込額を計上しています。 

4. 収益及び費用の計上基準 
   完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

当期末までの進捗部分について成果の
確実性が認められる工事 

  工事進行基準（工事の進捗度の見積りは原価比例法） 

  その他の工事   工事完成基準 
5. ヘッジ会計の方法 
   繰延ヘッジ処理によっています。なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理を行ってい

ます。 
6. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 
   消費税等の会計処理 
    消費税及び地方消費税に相当する額の会計処理は、税抜方式を採用しています。ただし、資産に係る控除対象

外消費税等は発生した期間の費用としています。 
7. 表示方法の変更 
  （損益計算書関係） 
 (1) 受取保険金 

前期に区分掲記していました営業外収益の「受取保険金」は、営業外収益総額における金額的重要性が低下し
たため、当期から「その他」に含めて表示しました。なお、当期の営業外収益の「その他」に含まれている 
｢受取保険金」は98百万円であります。 

 (2) 貸倒引当金繰入額 
前期に区分掲記していました営業外費用の「貸倒引当金繰入額」は、営業外費用総額における金額的重要性が
低下したため、当期から「その他」に含めて表示しました。なお、当期の営業外費用の「その他」に含まれて
いる ｢貸倒引当金繰入額」は36百万円であります。 
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 (3) 関係会社事業損失引当金繰入額 
前期に営業外費用の「その他」に含めて表示していました「関係会社事業損失引当金繰入額」は、営業外費用
総額における金額的重要性が増したため、当期から区分掲記しました。なお、前期の営業外費用の「その他」
に含まれている「関係会社事業損失引当金繰入額」は９百万円であります。 

 (4) 工事補修費 
前期に区分掲記していました営業外費用の「工事補修費」は、営業外費用総額における金額的重要性が低下し
たため、当期から「その他」に含めて表示しました。なお、当期の営業外費用の「その他」に含まれている 
｢工事補修費」は56百万円であります。 

 

貸借対照表に関する注記 
 
1. 担保に供されている資産 
 (1) 長期性預金43百万円 投資有価証券０百万円 
   関係会社株式５百万円 
   上記資産は、関係会社等の金融機関借入金等の保証に伴い担保に供しています。 
 (2) 長期性預金4,500百万円 
   上記資産は、信用状開設のための担保に供しています。 
2. 有形固定資産の減価償却累計額 38,121百万円 
3. 保証債務額 ９百万円（出資先の借入金に対する保証） 
4. 関係会社に対する金銭債権債務 短期金銭債権 1,269百万円 
 短期金銭債務 7,053百万円 
 長期金銭債権 428百万円 
5. 工事損失引当金に対応する未成工事支出金の金額 
   損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金と工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示していま

す。損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金のうち、工事損失引当金に対応する額は82百万円で
あります。 

 

損益計算書に関する注記 
 
1. 関係会社との取引高  
 営業取引による取引高 
  完 成 工 事 高 510百万円
  仕 入 高 8,175百万円
 営業取引以外の取引高 
  受 取 配 当 金 384百万円
  そ の 他 486百万円
2. 売上原価のうち工事損失引当金繰入額（△は戻入額) △239百万円
3. 減損損失 
   当期において、当社は以下の資産について減損損失を計上しています。 

場   所 用   途 種   類 金   額 

大阪府大阪市他 事業用資産 土地、建物、構築物 143百万円
 

当社は、事業用資産については、建築設備部門、機械システム事業部門、環境システム事業部門の３グループ、
それ以外については不動産事業用資産、遊休資産に分け、個々の資産毎にグルーピングを行い減損損失の判定を
行っています。 
事業用資産について、売却することを決定したため、帳簿価額を正味売却価額（売却予定額）まで減額し、当該
減少額を減損損失として特別損失に計上しました。 
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株主資本等変動計算書に関する注記 
 
 当期末における自己株式の種類及び株式数 
  普通株式    4,124,204株 
 

税効果会計に関する注記 
 
 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 
  繰延税金資産 

貸倒引当金 433百万円
賞与引当金 698
減損損失 2,355
完成工事補償引当金 146
工事損失引当金 192
退職給付引当金 2,277
役員退職慰労引当金 71
投資有価証券等評価損 621
施設利用権評価損 165
関係会社事業損失引当金 218
その他 979

繰延税金資産小計 8,161
評価性引当額 △3,504
繰延税金資産合計 4,657

  繰延税金負債 
 固定資産圧縮積立金 △832
 投資有価証券評価益 △1,470
 その他有価証券評価差額金 △4,729
 その他 △112
繰延税金負債合計 △7,144
 繰延税金負債の純額 △2,487
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リースにより使用する固定資産に関する注記 
 
リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常の賃貸借取引に係
る方法に準じて会計処理を行っています。 
1. リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額 

（単位：百万円) 

 取得価額相当額
減価償却累計額

相当額 
期末残高相当額

工具、器具 
及び備品 

15 12 3

 
2. 未経過リース料期末残高相当額 

１年内 1百万円
１年超 1百万円

合 計 3百万円
3. 支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額 

支払リース料 1百万円
減価償却費相当額 1百万円
支払利息相当額 0百万円

4. 減価償却費相当額の算定方法 
  リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっています。 
5. 利息相当額の算定方法 
  リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額を利息相当額とし、各期への配分方法については、利息法に

よっています。 
 (減損損失について) 
 リース資産に配分された減損損失はないため、項目等の記載は省略しています。 
 

１株当たり情報に関する注記 
 
 １株当たり純資産額 1,103円41銭
 １株当たり当期純利益金額 14円00銭

 
 
本計算書類中の記載金額は、表示数値未満の端数を切り捨てて表示しています。 
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本 
 
 

独立監査人の監査報告書 
 

平成26年５月７日 
 

三 機 工 業 株 式 会 社 

   取 締 役 会 御 中 
 

新 日 本 有 限 責 任 監 査 法 人

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 森  行一 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 金子一昭 ㊞

 
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、三機工業株式会社の平成25年４月１日から平

成26年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連
結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。 

 
連結計算書類に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書
類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算
書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。 

 
監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する
意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に
準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかに
ついて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めてい
る。 

監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施され
る。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリス
クの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するため
のものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案す
るために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者
が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての
連結計算書類の表示を検討することが含まれる。 

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。 
 

監査意見 
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

に準拠して、三機工業株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産
及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

 
利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。 
 

以 上 
 



〆≠●0 
05_0229401102606.docx 
三機工業㈱様 招集 2014/05/16 6:25:00印刷 2/3 
 

 

― 41 ― 

会計監査人の監査報告書 謄本 
 
 

独立監査人の監査報告書 
 

平成26年５月７日 
 

三 機 工 業 株 式 会 社 

   取 締 役 会 御 中 
 

新 日 本 有 限 責 任 監 査 法 人
 

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 森  行一 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 金子一昭 ㊞

 
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、三機工業株式会社の平成25年４月１日

から平成26年３月31日までの第90期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資
本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。 

 
計算書類等に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及
びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示
のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を
整備及び運用することが含まれる。 

 
監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属
明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められ
る監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重
要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監
査を実施することを求めている。 

監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手
続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明
細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効
性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応
じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内
部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によっ
て行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含ま
れる。 

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。 
 

監査意見 
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべ
ての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

 
利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。 
 

以 上 
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監査役会の監査報告書 謄本 
  

監 査 報 告 書 
 

当監査役会は、平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第90期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各
監査役が作成した監査報告書に基づき審議の結果、監査役全員の一致した意見として本監査報告書を作成し、以下の
とおり報告いたします。 
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容 

監査役会は、当期の監査方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受ける
ほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました｡ 
各監査役は、監査役会が定めた監査役監査基準に準拠し、当期の監査方針、監査計画等に従い、取締役、内部監

査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他
重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求
め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、
事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会
社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備
に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及
び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いた
しました。子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会
社から事業の報告を受けました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について
検討いたしました。さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検
証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。ま
た、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制｣（会社計算規則第131条各号に掲げ
る事項）を「監査に関する品質管理基準｣（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知
を受け、必要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結
損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました｡ 

２．監査の結果 
(1) 事業報告等の監査結果 
一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。 
二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。 
三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関

する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。 
なお、事業報告に記載のとおり独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構が発注する北陸新幹線融

雪・消雪基地機械設備工事の入札について社内調査の結果、独占禁止法違反行為があったことが明らかとな
ったため、当社は公正取引委員会に課徴金減免制度の適用申請を行い、平成26年３月31日付けでこの旨公表
いたしました。 
監査役会として法令違反行為の根絶のためにコンプライアンスの徹底と内部統制システム全般の運用の強

化に向けグループ全体で取り組んでいることを確認しております。 
(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果 
  会計監査人 新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は、相当であると認めます。 
(3) 連結計算書類の監査結果 
  会計監査人 新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は、相当であると認めます。 

 
  平成26年５月９日 

三機工業株式会社 監査役会 
常勤監査役 赤 松 敬 治㊞
常勤監査役 安 永 俊 克㊞
社外監査役 井 口 武 雄㊞
社外監査役 則 定  衛㊞

 
以 上 
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株主総会参考書類 
 

議案及び参考事項 

第１号議案  剰余金処分の件 

当社では、株主に対する利益の還元を経営上重要な施策の一つとして位置づけております。株

主に対する利益還元策の基本は配当政策と認識しており、これまでも事業の継続的発展と株主に

対する短期的な還元とのバランスを考慮し、安定的な配当を基本としつつ業績等に応じて増配を

実施してまいりました。 

当期の業績は、不動産事業の大幅な減益を建築設備事業の増益で補ったものの、期中に公表し

た予想数値をやや下回る結果となりました。当社では、すでに自己株式の取得及び消却を実施し

ておりますが、株主のみなさまの日頃のご支援にお応えするため期末配当は以下のとおりとさせ

ていただきたいと存じます。 

 

 期末配当に関する事項 

 (1) 株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額 

   当社普通株式１株につき金７円50銭 総額491,527,140円 

 (2) 剰余金の配当が効力を生じる日 

   平成26年６月27日 

  なお、１株につき７円50銭の中間配当を実施しておりますので、当期の配当金は１株につき

あわせて15円となります。 
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第２号議案  取締役８名選任の件 
 取締役全員（10名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、取締役８名の選任
をお願いするものであります。 
 
 取締役候補者は次のとおりであります。 

 
候補者 

番 号 

氏   名 
(生 年 月 日) 

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 
所有する当社の 
株  式  数 

１ 梶
かじ

 浦
うら

 卓
たく

 一
いち

 
(昭和18年９月22日生) 

昭和43年４月 当社入社 
平成15年６月 同取締役空調衛生副事業部長 
平成16年６月 同常務執行役員空調衛生副事業部長 
平成17年４月 同常務執行役員営業本部長 
平成17年６月 同専務執行役員営業本部長 
平成19年６月 同取締役専務執行役員営業本部長 
平成20年４月 同取締役専務執行役員建設設備事業本

部長 
平成22年４月 同代表取締役副社長執行役員建設設備

事業本部長 
平成23年４月 同代表取締役副社長執行役員 
平成24年４月 同取締役 
平成24年４月 同代表取締役社長執行役員 
 現在に至る 

70,000株 

２ 長
は

谷
せ

川
がわ

  勉
つとむ

 
(昭和28年３月４日生) 

昭和50年４月 当社入社 
平成19年４月 同エンジニアリング副事業部長 
平成20年４月 同建設設備事業本部東京副支社長 
平成20年６月 同執行役員建設設備事業本部東京副支

社長 
平成21年４月 同執行役員建設設備事業本部事業戦略

本部長 
平成22年４月 同上席執行役員建設設備事業本部東京

支社長 
平成23年４月 同常務執行役員東京支社長 
平成24年４月 同専務執行役員営業統括本部長 
平成24年６月 同取締役専務執行役員営業統括本部長 
平成25年４月 同代表取締役専務執行役員建築設備事

業本部長 
       現在に至る 

〈担当〉 
安全品質環境推進室、営業本部 

13,000株 
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候補者 

番 号 

氏   名 
(生 年 月 日) 

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 
所有する当社の 
株  式  数 

３ 臼
うす

 井
い

 哲
てつ

 夫
お

 
(昭和24年１月５日生) 

昭和46年４月 当社入社 
平成11年４月 同機械システム副事業部長 
平成17年４月 同総務本部長 
平成17年６月 同取締役執行役員総務本部長 
平成19年４月 同取締役執行役員環境システム事業部

長 
平成19年６月 同常務執行役員環境システム事業部長 
平成24年６月 同取締役常務執行役員環境システム事

業部長 
平成24年10月 同取締役常務執行役員 
平成25年４月 同取締役専務執行役員プラント設備事

業本部長 
       現在に至る 

〈担当〉 
技術研究所 

29,000株 

４ 新
しん

間
ま

 衞
まもる

 
(昭和27年４月22日生) 

昭和50年４月 日本生命保険相互会社入社 
平成14年３月 同東海財務部部長 
平成17年３月 同首都圏財務部部長 
平成18年６月 同関連事業部調査役 
       同退任 
       当社監査役 
平成19年６月 同退任 
       同取締役執行役員経理本部長 
平成22年４月 同取締役上席執行役員経理本部長 
平成23年４月 同取締役常務執行役員管理本部長 
       現在に至る 

21,000株 

５ 玖
く

 村
むら

 信
のぶ

 夫
お

 
(昭和24年11月１日生) 

昭和47年４月 当社入社 
平成17年４月 同関西副支店長 
平成17年６月 同執行役員関西副支店長 
平成20年４月 同執行役員建設設備事業本部関西副支

社長 
平成21年４月 同常務執行役員建設設備事業本部関西

支社長 
平成23年４月 同常務執行役員関西支社長 
平成25年４月 同常務執行役員関西支社長（西日本担

当） 
平成25年６月 同取締役常務執行役員関西支社長（西

日本担当） 
       現在に至る 

17,000株 
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候補者 

番 号 

氏   名 
(生 年 月 日) 

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 
所有する当社の 
株  式  数 

６ 藤
ふじ

 井
い

 日
ひ

出
で

海
み

 
(昭和26年１月１日生) 

昭和48年４月 当社入社 
平成16年４月 同中国支店長 
平成18年６月 同執行役員中国支店長 
平成20年４月 同執行役員建設設備事業本部東京副支

社長 
平成22年３月 同退任 
平成22年４月 三機テクノサポート株式会社代表取締

役社長 
平成24年３月 同退任 
平成24年４月 当社常務執行役員東京支社長 
平成25年４月 同常務執行役員東京支社長（東日本担

当） 
平成25年６月 同取締役常務執行役員東京支社長（東

日本担当） 
       現在に至る 

12,000株 

７ 

※ 
 

山
やま

 本
もと

 幸
ゆき

 央
てる

 
(昭和28年６月３日生) 

 
 

昭和52年４月 三井生命保険相互会社入社 
平成20年６月 三井生命保険株式会社取締役常務執行

役員 
平成21年４月 同代表取締役社長社長執行役員業務改

善推進本部長 
平成24年４月 同代表取締役社長社長執行役員（ＣＯ

Ｏ） 
平成25年６月 同特別顧問 
       現在に至る 
平成25年８月 一般社団法人日本経済団体連合会常任

幹事 
       現在に至る 

な し 

８ 

※ 
 

西
にし

 尾
お

 弘
ひろ

 樹
き

 
(昭和26年６月６日生) 

 
 

昭和49年４月 株式会社三井銀行入行 
平成19年４月 株式会社三井住友銀行取締役専務執行

役員 
平成20年４月 同取締役 
平成20年６月 同取締役退任 
       株式会社三井住友フィナンシャルグル

ープ代表取締役専務取締役 
平成21年４月 同取締役 
平成21年６月 同常任監査役 
       株式会社三井住友銀行監査役 
平成23年６月 株式会社三井住友フィナンシャルグル

ープ常任監査役退任 
       株式会社三井住友銀行監査役退任 
       室町殖産株式会社代表取締役社長 
       現在に至る 
       室町建物株式会社代表取締役社長 
       現在に至る 

な し 

 
  



〆≠●0 
06_0229401102606.docx 
三機工業㈱様 招集 2014/05/20 21:25:00印刷 5/8 
 

― 47 ― 

(注)1.※は新任の取締役候補者であります。 
2.候補者と当社との特別の利害関係について 

   山本幸央氏は、三井生命保険株式会社の特別顧問を兼職しており、当社は、同社と建築設備工事請負
契約及び保険契約等の取引があります。 
3.山本幸央、西尾弘樹の両氏は、社外取締役候補者であります。なお、当社は、山本幸央氏が取締役に

選任され就任した場合には、同氏を東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と利益相反が生じる
おそれのない独立役員として届け出る予定であります。 

4.社外取締役候補者に関する特記事項は以下のとおりであります。 
 (1) 社外取締役候補者の選任理由について 
   経営者としての豊富な経験と幅広い見識を当社の経営に反映していただくため、社外取締役とし

て選任をお願いするものであります。 
 (2) 社外取締役候補者との責任限定契約について 
   当社は、山本幸央氏及び西尾弘樹氏が取締役に選任され就任した場合には、両氏と会社法第423条

第１項の賠償責任を限定する契約を締結する予定であり、当該契約に基づく賠償責任限度額は、金
１千万円と法令の定める最低限度額とのいずれか高い額であります。 
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第３号議案  監査役１名選任の件 

監査役 赤松敬治氏は、本総会終結の時をもって辞任いたしますので、監査役１名の選任をお

願いするものであります。 

なお、古村昌人氏は赤松敬治氏の補欠として選任されますので、その任期は当社定款の定めに

より、退任された監査役の任期の満了すべき時までとなります。 

また、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。 

 

監査役候補者は次のとおりであります。 
 

氏   名 
(生 年 月 日) 

略歴、地位及び重要な兼職の状況 
所有する当社の 
株  式  数 

※ 
 
こ むら まさ と 

古 村 昌 人 
（昭和22年７月12日生） 

 

 

昭和46年４月 明治生命保険相互会社入社 

平成９年７月 同取締役財務業務部長 

平成12年４月 同常務取締役 

平成16年１月 明治安田生命保険相互会社専務取締役

資産運用部門長 

平成17年11月 同退任 

平成18年６月 東和興産株式会社代表取締役会長 

平成19年６月 同退任 

       当社取締役専務執行役員ＣＳＲ推進本

部長 

平成24年４月 同取締役 

平成24年６月 同取締役専務執行役員ＣＳＲ推進本部

長 

       現在に至る 

28,000株 

 
(注)1.※は新任の監査役候補者であります。 

2.候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。 
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第４号議案  補欠監査役１名選任の件 

監査役が法令に定める員数を欠くことになるときに備え、予め補欠監査役１名の選任をお願い

するものであります。 

なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。 

 

補欠監査役候補者は次のとおりであります。 
 

氏   名 
(生 年 月 日) 

略歴、地位及び重要な兼職の状況 
所有する当社の 
株  式  数 

あ べ たか や 

阿 部 隆 哉 
（昭和27年２月19日生） 

昭和57年１月 新和監査法人入所 

昭和59年４月 公認会計士登録 

平成７年５月 朝日監査法人社員 

平成13年５月 同代表社員 

平成22年７月 有限責任あずさ監査法人パートナー 

       現在に至る 

な し 

 
(注)1.候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。 

2.候補者は補欠の社外監査役候補者であります。 
3.補欠の社外監査役候補者に関する特記事項は以下のとおりであります。 
 (1) 補欠の社外監査役候補者の選任理由について 
   阿部隆哉氏には、公認会計士として培われた専門的な知識・経験等を、当社の監査体制に生かし

ていただくため、補欠の社外監査役として選任をお願いするものであります。なお、同氏は、直接
企業経営に関与した経験はありませんが、上記の理由により、社外監査役としての職務を適切に遂
行できると判断いたしました。 

 (2) 補欠の社外監査役候補者との責任限定契約について 
   当社は、阿部隆哉氏が監査役に就任した場合には、同氏と会社法第423条第１項の賠償責任を限定

する契約を締結する予定であり、当該契約に基づく賠償責任限度額は、金１千万円と法令の定める
最低限度額とのいずれか高い額となります。 

 
以 上 
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株主総会会場ご案内図 
 

東京都中央区明石町８番１号 
聖路加タワー41階 当社会議室 電話03-6367-7081 

 
 

 
下車駅

◎ 東京メトロ：日比谷線「築地」駅 
           ３番出口 徒歩７分 
        有楽町線「新富町」駅 
           ６番出口 徒歩８分 

 
 
当日は、些少ながらお土産を用意しておりますが、ご持参の議決権行使書用紙の枚数にかかわら

ず、株主総会の決議にご参加いただいた株主お一人様に対し一個を配付させていただきますの

で、ご了承くださいますようお願い申しあげます。 
 


